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「いい暮らしより 楽しい暮らしを」  〜人と人とが支えあう協働により、心の豊かさを感じるまちを目指して〜
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確
保
の
た
め
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
ガ
ス
器
具
の
供
給
を

行
う
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」、「
災

害
時
に
係
る
情
報
発
信
等
に
関
す
る
協
定
」

も
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
団
体
と
締
結
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
災
害
時
一
時
避
難
施
設
協
定
」
も

新
た
に
関
係
団
体
と
締
結
し
、
観
光
客
な
ど
災

害
時
に
は
帰
宅
困
難
と
な
る
方
々
の
避
難
場
所

の
確
保
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
災
害
時

応
援
協
定
（
30
関
連
以
上
）
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
と
締
結
し
、

も
し
も
の
時
の
た
め

に
、
市
の
防
災
力
を

高
め
て
い
ま
す
。

みんなで団結！ 高まる防災力！
未曽有の大震災となった「東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）」。

被災者だけでなく、私たちにも深く消えない傷痕を残した大震災から 
今月で 3 年が経過します。あの時の記憶は、いつまでも胸に刻まれて
います。

本市では現在、あの大震災を教訓に、さまざまな防災・減災対策を 
行っています。今回は、その中でも代表的な事例をご紹介します。

津
波
緊
急
一
時
避
難
施
設

災
害
時
応
援
協
定

防
災
行
政
無
線

東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方

の
死
因
は
、
92
・
4
％
が
“
溺
死
”
と
な
っ
て
い

ま
す
（
警
察
庁 

平
成
23
年
資
料
）。
あ
の
大

震
災
で
改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
県
の
津
波
浸
水
予
測
に
よ

り
ま
す
と
、
沖
縄
本
島
南
東
沖
で
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
那
覇
市
に
最
大
遡
上
高
11
メ

ー
ト
ル
強
の
津
波
が
到
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、本
市
で
は
、市
内
の
海
岸・

河
川
沿
い
な
ど
の
低
海
抜
地
域
を
中
心
に
「
津

波
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
の
確
保
や
市
内
各
地

の
「
海
抜
表
示
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
津
波
緊
急
一時
避
難
施
設
」は
、市
内
に“
大

津
波
警
報
”
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
市

民
が
早
急
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
建
物
所
有
者

と
市
が
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
建
物
を
一
時
避

難
施
設
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、「
那

覇
中
央
郵
便
局
」
や
「
と
ま
り
ん
ア
ネ
ッ
ク
ス

ビ
ル
」、「
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
（
内
野
席

上
層
部
）」
な
ど
74
施
設
86
棟
が
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
海
抜
表
示
」
は
、
お
住
ま
い
や
近

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
津
波
の
恐

れ
が
あ
る
海
岸
・
河
川
沿
い
、
崖
崩

れ
の
危
険
性
の
あ
る
急
傾
斜
地
を
中

心
に
、『
防
災
行
政
無
線
』
の
44
基

の
「
屋
外
拡
声
子
局
」
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
発
生

時
な
ど
の
緊
急
時
に
、
気
象
警
報
や

避
難
勧
告
な
ど
の
災
害
関
連
情
報

を
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
伝
え
す
る

も
の
で
す
。
市
役
所
内
の
「
親
局
」

か
ら
送
信
し
た
情
報
は
、
市
内
に
設

置
さ
れ
た
「
屋
外
拡
声
子
局
」
で

受
信
さ
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
サ

イ
レ
ン
や
音
声
で
み
な
さ
ま
に
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
25
年
度
は
、
沖
縄

振
興
特
別
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

市
内
の
小
中
学
校
を
中
心
に
、
新
た

に
“
53
基
”
の
「
屋
外
拡
声
子
局
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、 

災
害
情
報
が
広
範
囲
に
伝
わ
る 

取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。

主な紙面
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み
ん
な
で
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結
！ 

高
ま
る
防
災
力
！
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く
ー
た
ー
／

　
歴
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ま
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…
…
…
…
…
…
…
…
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　防災・減災対策につきましては、どこまでやれば、
どれだけやれば万全だということはありません。市で
は、今後ともあらゆる災害を想定し、市民のみなさま
の安心・安全な生活を守れるよう、公的機関だけでな
く民間企業・団体のみなさまと連携し、様々な施策を
展開してまいります。
　市民のみなさまも防災・減災の基本は、自分の生命
は自分で守る「自助」の精神であることを認識し、日
頃から自分でできる防災対策を行いましょう。

●テレビ、ラジオ等で最新の情報を入手し、あわてずに行動 
●身の危険を感じたら、迷わずに指定避難場所へ避難

▲「一人　助き　助き」のチムグクル

※画像はイメージです

▲親局（市役所本庁舎５階）

▲屋外拡声子局

隣
地
域
の
海
面
か
ら
の
高
さ
を
示
し
て
お
り
、

市
内
の
電
信
柱
を
は
じ
め
児
童
館
・
公
民
館
な

ど
の
公
共
施
設
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
各
駅
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
表
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
平
常
時
よ
り
「
津
波
緊
急
一
時
避
難

施
設
」
の
場
所
や
「
海
抜
表
示
」
を
確
認
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

 

※‌�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
『
那
覇
市
防
災 

マッ
プ
（
左
上
：
「
防
災
安
全
情
報
」
内
）』

か
ら
も
確
認
可
能

総
務
課　
市
民
防
災
室　
☎
８
６
１・１
１
０
２

お
問
い
合
わ
せ

●▲■持ち出し品の準備！■▲●

無線電波

サイレンが聞こえたら…

●懐中電灯　●ラジオ　●マスク、
●ベル ( 助けを呼ぶため )
●飲料水など　●レトルト食品　●缶詰
●丈夫な靴

持ち出し品　参考リスト

東
日
本
大
震
災
が
あ
ま
り
に
広
域
的
な
大

災
害
で
あ
っ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
本
市
で
は
浦

添
市
や
南
風
原
町
、
西
原
町
の
近
隣
の
市
町
村

を
は
じ
め
、
姉
妹
都
市
の
日
南
市
（
宮
崎
県
）

や
川
崎
市
（
神
奈
川
県
）
の
ほ
か
、宇
治
市
（
京

都
府
）、
高
知
市
（
高
知
県
）
な
ど
の
中
核
市

41
市
と
も
『
災
害
時
相
互
応
援
協
定
』
を
締

結
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
協
定
締
結
市
の

い
ず
れ
か
が
被
災
し
た
場
合
、
被
災
し
て
い
な

い
市
が
相
互
に
応
援
協
力
し
、
被
災
市
へ
の
食

糧
や
資
機
材
の
提
供
な
ど
の
災
害
応
急
対
策
、

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
円
滑
に
遂
行
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
協
定
で
す
。

ま
た
、
公
的
機
関
以
外
に
も
、
民
間
企
業
・

団
体
と
も
応
援
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
際
、
被
災
者
へ
の
情
報
提
供

に
効
果
を
発
揮
し
た
例
を
受
け
、
市
内
に
あ
る

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
2
局
と
「
放
送
要
請
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
。
避
難
所
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

このマークが
目印！

～大震災から３年、その教訓を胸に～

緊
急

市の人口と世帯
　　　　　※（　）内はうち外国人
2014（平成 26）年1月末現在

総人口 322,483（2,466）
男
女

155,760（1,354）
166,723（1,112）

世帯数 142,195（1,354）
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HbA1ｃ（血糖状態）
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H22保健指導
実施 あり
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改善率
（％）

血　圧

H22保健指導
実施 なし

積極的支援

特定健診では、血圧の判定で、【収縮期
血圧（上の血圧）が１４０ｍｍＨｇ以上、ま
たは拡張期血圧（下の血圧）が９０ｍｍＨｇ
以上】あれば、医療機関の受診を勧めてい
ます。平成２３年度の那覇市の特定健診で
血圧を測定された方約２万人中、医療機関
受診を勧められたのは５２７９人、約２７％で
す。一方、血圧が正常とされた方は約１万人。医療機関受診は勧めないものの、
生活習慣に気をつける必要がある【正常高値（１３０～１３９ｍｍＨｇ/８５～８９
ｍｍＨｇ）】の方が約４０００人でした。このような分布はおおむね毎年同じくら
いです。

それでは受診が必要な方の受診状況はどうでしょうか。平成 23 年度の…
特定健診では、特に早期の治療をお勧めしている【収縮期血圧１６０ｍｍＨｇ
以上あるいは拡張期血圧１００ｍｍＨｇ以上】の方が１０３１人おられましたが、…
治療している方は４７８人、未治療の方は５５３人と、未治療の方のほうが多かった…
のです。さらに、その中でも、放置すると危険な【収縮期血圧１８０ｍｍＨｇ…
以上あるいは拡張期血圧１１０mmHg 以上】の方が１７２人おられましたが、
未治療の方が１１４人と“６割以上”です。これは残念な結果と言えます。

「どうも薬には抵抗がある。自分で生活習慣を改善するから大丈夫だ」とおっ
しゃる方もときどきおられます。平成２２年度に特定保健指導で、積極的支援
とされた方のうち、実際に指導を受けた方は、受けていない方に比べて、平
成２３年度の結果が「ＢＭＩ」（体重）と「ＨｂＡ１ｃ」（血糖状態）の項目で明ら
かに改善しています。ところが、「収縮期、拡張期の高血圧」と、「中性脂肪」
についてははっきりとした改善が認められませんでした。つまり、１年間では、
生活習慣に気をつけても、血圧はコントロールできなかったことになります。
ＢＭＩ（体重）が適正になることで、そのうち血圧にもいい影響があることも
予想されますが、もし服薬しないとなると、危険な状態は少なくともそれま
で続くということです。

特定健診課などでは、受診が必要にもかかわらず未治療の方に対し、ご自
分のために医療をぜひ受けてくださるよう、訪問や電話、お手紙などで何度
かお願い、ご説明をしています。個人の事情は様々で、行きたくても行けな
いという方もおられるかと思います。しかし、危険な状態であることには変わ
りはないため、高血圧の未治療、あるいは治療の中断は何とか避けてほしい
と考えます。健診で血圧の異常が見つかることは、これをコントロールする良
い機会であり、本来の健診の目的でもあります。

今すぐ考えてほしいこと

血圧測定の結果

受診している？

生活習慣改善と高血圧

高血圧症が、心臓病や脳血管疾患の危険を高めることはよく知られており、さらに、腎臓にも負担がかかり 
ます。そのため、禁煙すること、アルコールの過剰摂取をしないこと、適正体重を保つことなど、良い生活
習慣を身に付けるとともに、必要とされたら服薬治療をきちんと続けることが大切です。血圧を適切にコント
ロールすることで、病気のリスクを減らせることは、これまで多くの研究や試験でわかっています。

血圧を測定する機会に「健康診査」がありますが、高血圧により医療機関にかかったほうがいいと判定さ
れた場合、しっかり病院やクリニックを受診しているでしょうか。那覇市の現状を紹介します。

高血圧と言われたら…
March.2014

vol.23

Health 
is not  built 

in a day

お問い合わせ 　　健康増進課 ☎ 853-7961（内線 6009）

市が認証する「健康づくり協力店」のこだわりのレシピ紹介

材料・分量（4人分）
〈そばだし〉
豚だし………………………………… 400g
かつお・昆布だし… ………………… 280g
しょう油、砂糖、みりん、酒
おろししょうが、ニンニク
〈具〉
麺…………………………… 720g　　　　
もやし……………………… 240g　　　　
ニンジン……………………1/4本　　　　
キャベツ……………………1/4個　　　　
三枚肉…………………………4枚　　　　
グーヤー（豚腕肉）……………4枚　　　　
ねぎ、紅しょうが… ……… 適量　　　　

作り方
①�ニンジンは皮むき器で薄く、キャベツは２
cmの細切りに切る。
②	‌�麺を茹で、器に入れる。
③	�もやし、ニンジン、キャベツを一緒にゆ
で、水分を切って、②の麺の上にのせる。

④	�そばだしの材料を合わせ温め、沸騰した
ら器にそそぐ。

⑤�三枚肉、グーヤー、ねぎ、紅しょうがをのせ
る。
※�三枚肉、グーヤーは前もって味付けした
もの。

「やさいそば」1品の調理時間：20分
（1人分  カロリー：491kcal、塩分：2.7g） 

ここ
が

ここ
が

栄養
士の

沖 縄 料 理 で
人気の沖縄そば。

ノーマルな沖縄そば
に野菜を加えると、ビタ

ミンやミネラルなどの栄養
素を摂れるとともに、彩り
も鮮やかになります。野菜
を炒めるのではなく、茹で
ることにより、余分な油を
摂取するのを防ぎます。ま
た、 手 早 くゆ で、 野 菜 の
シャキシャキした歯ごたえ
をお楽しみいただきたい 
１品です。

野菜は手早くゆで、水分をしっかり切る。
（そばだしが薄くならないように）

お問い合わせ  健康増進課 ☎ 853-7961  FAX 853-7965

｝

『御殿山』
	住所： 那覇市首里石嶺町1-121-2　電話： 885-5498
	営業時間： 11：30～16：00　定休日： 月曜日、正月、盆

健康づくり協力店

みなさまのお近くに、「血圧が高いけど病院へは
行ってないよ」という方はおられませんか？もしおら
れたら、ぜひ受診を勧めてくださると幸いです。

適量

480g

保健指導による改善率（ 検査項目別 ）

22014 年（平成26年）3月



お問い合わせ　地域保健課　☎ 853-7962

お問い合わせ　健康増進課　☎ 853-7961お問い合わせ　健康増進課 感染症相談室　☎ 853-7971

エイズ（ＨＩＶ）等の無料匿名検査

お問い合わせ 特定健診課　☎ 862-0564 お問い合わせ 健康増進課　☎ 853-7961

前回の参加者の声

　早めに受けよう！
がん検診

 今年度の 
 受診券の 
有効期限は 
26年3月31日 
　までです。

	 ‌�今やがんは日本人の３人に１人がかかると言われ	
ている身近な病気です。健康だと感じていても、	
年に１度は検診を受けましょう。

●	‌�各種がん検診を受診するためには『受診券』が必要です。
事前にお問い合わせください。

●	‌�国保加入者は「国民健康保険被保険者証（国保証）」と	
「受診券」が一体化されていますので、国保証でがん検診
を受診することができます。

●	‌�受診券が届かなかった方や紛失した方は、お気軽にお問
い合わせください。

●	‌�社保の方でも職場で検診がない場合は『補助券』が利用で
きます。

【受けられる検診】
胃がん（バリウム）、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がん	
（視触診・マンモ）、肝炎ウイルス検診、特定健診（健康診査）

国民健康保険

被保険者証

記号 那 国 番号 １２３４５６

有効期限 平成26年 3月31日

氏 名

生年月日

取得年月日

交付年月日

世帯主氏名

昭和14年12月31日 性別 女

平成22年 4月 1日

平成25年 3月 1日

那覇 太郎

ナハ ハナコ

那覇 花子

住 所 900-8585

保険者番号・保険者名 470013 那 覇 市

兼高齢受給者証 発行期日 平成25年3月1日

一部負担金割合 3割（平成25年3月31日まで1割）

沖縄県那覇市久茂地1丁目1番1号

那覇アパート101号室

受診券 整理番号 受診期間 負担金

特定健診 13100000001 4月1日～3月31日 無料

がん検診 00000012345 4月1日～3月31日 無料

基本 詳細 胃 大腸 肺 乳マ 乳視 子宮 歯
受診

確認欄

がん検診等検診特定健診

国民健康保険

被保険者証

記号 那 国 番号 １２３４５６

有効期限 平成27年 3月31日

兼高齢受給者証 発行期日 平成26年3月1日

一部負担金割合 3割（平成25年3月31日まで1割）

氏 名

生年月日

取得年月日

交付年月日

世帯主氏名

昭和16年12月31日 性別 女

平成22年 4月 1日

平成26年 3月 1日

那覇 太郎

ナハ ハナコ

那覇 花子

住 所 900-8585

沖縄県那覇市久茂地1丁目1番1号

那覇アパート101号室

保険者番号・保険者名 470013 那 覇 市

受診券 整理番号 受診期間 負担金

特定健診 14100000001 4月1日～3月31日 無料

がん検診 00000012345 4月1日～3月31日 無料

基本 詳細 胃 大腸 肺 乳マ 乳視 子宮 歯

受診
確認欄

特定健診 がん検診等検診

特定健診はお済みですか？

腎臓病
予防講習会

特定健診の受診は、平成26年3月31日までうぐいす色の保険証が必要です

今お使いの保険証（うぐいす色） 4月からの新しい保険証（コスモス色）
利用期間：平成26年3月31日まで 利用期間：平成26年4月1日から

平成26年3月31日まで 
は、ぼくを使って健診を 
受けて下さい

この部分が 
『特定健診・がん検診』の 

受診券となっています 
（健診は全て無料）

お問い合わせ 特定健診課　☎ 862-0564

　特定健診は、保険証1枚で無料で受けられます。
　平成25年度（～平成26年3月31日）の間に、特定
健診を1度も受けていない方は うぐいす色（左記左側）
の保険証で受診してください。
　平成25年度の受診がお済みの方は、平成26年4月1
日から、コスモス色の保険証（左記右側）で受診すること
ができます。受診期間は平成26年4月1日から平成27
年3月31日までです。

※ ‌�平成26年度の保険証（左記右側）は、納期内に納付
している世帯へ、3月1日から随時郵送します。

慢性腎臓病とは、自覚症状がないまま進んでいく腎臓の病
気のことをいいます。
近年、慢性腎臓病が進行して人工透析を受ける人が増加し
ていること、腎機能の低下が脳卒中や心筋梗塞など命に関
わる病気を増加させることがわかり、もっとも注意すべき
病気という認識が高まっています。
慢性腎臓病にならないためにはどうしたらいいの？
どんな検査を受けたらわかるの？
慢性腎臓病と言われたけど何に気をつけたらいいの？
など、講演会では専門の医師がわかりやすくお話します。

■	‌�日　時	：3 月 5 日 （水）	
受　付	：13：00～　講話：13：30～15：00

■	場　所	：那覇市役所12 階 第一研修室
■	対　象	：那覇市民
■	講　師	：‌�田名 毅 先生	

（‌�那覇市医師会 生活習慣病担当理事）
■	参加費	：‌�無料 

～‌�特定健診受診者は健診結果を	
持参しお越しください～

増えています！

予約制 　‌�腎臓について、今まで関心がなかった
のですが、血圧や糖尿病と関係があ
ることを初めて知りました。

　‌�タンパク尿が出てもあまり重要なこと
だと思っていませんでしたが、続くとと
ても大変な病気につながることがわか
りました。

　‌�健診結果を見ても、何に気をつけたら
いいのかわかりませんでした。今日の
講話を聞いて、日頃家庭で気をつけ
るべきことがわかりました。

那覇市食生活改善推進員とは、那覇市が開催す
る養成講座を卒業し、「食」の大切さを地域住民
に広く呼びかける、健康づくりの担い手として活
動しているボランティアです。
『早ね 早起き 朝ご飯』をテーマにした親子料理
教室や、『生活習慣病予防』をテーマにした健康
料理教室、フードモデル展示など多岐に渡る活動
を行っています。食生活改善推進員の開催する料
理教室へ参加を希望される方は、お気軽にご連
絡ください。

　　33名の食生活
改善推進員が誕生！

平成 25年度

即日無料匿名検査
■場　所：那覇市保健所（相談室105）
■日　時：月・水・金　9:00～11:30、13:00 ～16:00
■内　容：HIV・クラミジア・梅毒・肝炎
	 （注：肝炎検査は初めての方のみ無料です）
エイズ夜間検査
■場　所：那覇市保健所（相談室105）
■日　時：第1水曜日　17:30 ～20:00

予約制

予約制

■対象：‌�妊娠・出産について不安のある妊婦さん	
生まれた赤ちゃんとお母さん	
（※期間は、生後３か月未満まで）

■日時：‌�助産師から電話をかけ、日時をお約束した上で、ご自
宅に訪問いたします。

■内容：‌�妊娠中の心配ごとや妊婦健診・出産に関すること	
お母さんに関すること（産後の経過、母乳、授乳方法等）	
赤ちゃんに関すること（体重測定・栄養・お風呂・育児等）	
保健サービスなどの紹介（乳児健診、予防接種等）

■申込：‌�親子健康手帳に添付しているハガキを送付、または電
話でのお申込みも可能です

助 産 師 訪 問
助産師がご家庭を訪問して妊娠、出産、育児
についてアドバイスをしています。

平成26年4月 
からはぼくに 

バトンタッチします

無 料
ゆいレール：「市立病院前」下車 ［24 時間 365 日診療体制］

当院は「地域医療支援病院」として地域の医療機関と連
携しつつ、救急医療や高度医療を提供しています。外来
診療は、当日の状況等により受診できない場合もござい
ますので、予めご了承ください。

診療時間
月～金　8：45 ～17：00 左記以外は急病センター

時間帯 月 火 水 木 金

内 科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 予　紹

小 児 科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 予　紹

外 科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 予　紹

脳 神 経 外 科 午前 ○ ○ 紹 ○ ○
午後 予 紹 予 紹 予 紹 予 紹

皮 膚 科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 予 紹 予 紹

産 婦 人 科 午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 予　紹

耳 鼻 咽 喉 科 午前 ○ ○ ○ ○
午後 予 紹 予 紹 予 紹

眼 科 午前・午後 予  予 予

整 形 外 科 午前・午後 予　紹

泌 尿 器 科 午前・午後 予

歯科口腔外科 午前 紹
午後 予

予 ・・・予約のある方　　紹 ・・・紹介状持参の方

☎ 884-5111（代表）
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～歩行者の交通事故が増えています～

守ってる！？自転車のルールとマナー
～自転車は“車”のなかま～

自転車は免許を必要とせず、幼児用の自転車も販売されているようにとても気軽に利用で
きるものです。しかし、自転車は車のなかまです。

ルールやマナーを軽視すると大きな事故につながります。
運転者の過失による事故で、数千万円単位の高額の賠償判決が出

ることもめずらしくありません。
気軽に使える自転車だからこそ、ルールやマナーを再確認し事故の被

害者、加害者にならないようにしましょう。

注 意

反射材を
着用すると

交通事故は近年減少傾向にあるものの、毎年多くの方が交通事故に 
より死傷しています。

そこで、県民一人ひとりが交通ルールを守り、交通マナーを実践する
など、交通事故に注意して行動し、事故の発生を抑止するため沖縄県で
は、毎月 20 日を「県民交通事故0

ゼロ
 の日」と定めています。毎月 20 日は

無事故を誓い合い、事故のない安全安心な街を実現しましょう。

平成 25 年中の沖縄県内の死者は 52 人、うち歩行者の死者は 22 人で前年より 
6 人増加しました。歩行者の死者の割合は 4 割強と高い割合を示しています。特に日没後の
18 時頃から深夜 0 時までの時間帯で 5 割を占めているのが特徴です。
「運転者は自分に気が付いているはず」との思い込みは危険です。ライトを点けている 
車でも、黒っぽい服装では運転者から発見されにくいものです。歩行者は反射材の着用、横
断歩道での横断を徹底し、事故にあわないようにしましょう。

みなさんは、「太陽熱利用システム」についてご存知でしょうか？
「太陽熱利用システム」とは、屋根などに設置した太陽集熱器で太陽の熱エ

ネルギーを集め、水や空気などを暖めるものです。給湯 ( 台所、お風呂など )
や冷暖房に利用することが可能です。

お問い合わせ  環境政策課　( 地球温暖化対策推進Ｇ )　☎ 951-3392

お問い合わせ  市民生活安全課　☎ 862-9955
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1. 自転車は車道が原則、歩道は例外 ※1
2. 車道は左側を通行 ※2
3. 歩道は歩行者優先で車道よりを徐行
4. 安全ルールを守る ※3
　（‌�飲酒運転・二人乗り・並進の禁止、 

夜間ライトの点灯、信号を守る、一時停止）
5.こどもはヘルメット着用
※ 1 ‌�例外として13 歳未満の子ども、70 歳以上の高齢者や身体の不自由な人

が自転車を運転する場合。工事等で車道が通行できない場合があります。
※ 2.3 違反すると懲役や罰金を課せられることがあります。

まず、みなさんが一番気にされるのが、費用はどれくらいかかるのか？太陽光発電システムは電気を作るけど、太陽
熱温水器ってお湯を作るだけでしょう？とお考えの方が多いと思います。設置費用については、約 30 ～ 50 万円程度と、
同じ太陽エネルギーを利用する太陽光発電に比べて約 1/3 以下と安価で、太陽エネルギーの変換効率は太陽光発電
システムが約 10％～ 19％に対し、約 50％～ 70％と非常に効率がよく、費用対効果に優れています。

また、温水は、夏場で約 60 度以上、冬場でも約 40 度と安定していて、現在お使いの給湯器へ接続することで、
燃料費と地球温暖化の原因といわれる二酸化炭素（CO2）を抑えることができ、環境にも大変優しいシステムです。 
( ※一部給湯器へ接続できない場合もあります。)

ちなみに家庭で使用しているエネルギーのうち、1/3 は給湯に使われています。それが、【太陽熱温水器】を取り付
ければ、半分近くは太陽が沸かしてくれるので、節約にも繋がります。

みなさん、身近なエコライフはじめてみませんか？？

太陽熱温水器などを新たに設置する方へ一部補助
太陽熱温水器などを新たに設置する方を対象に、設置費用の一部を助成します。太陽熱を利用して給湯など
に利用することで、灯油やガスなどの燃料費が節約できます。

●助成金額
対象システムの設置費用の 10 分の１または５万円のいずれか少ない金額
対	‌� （注）必ず、設置工事の前に申請を行ってください。 

その他補助の対象者などに要件がありますのでくわしくはお問い合わせください。
申	 先着順。予算が無くなり次第受付終了となります。

給水

太陽

給湯じゃ口

夜間は
反射材を着用
しましょう！

ゼロ

毎月20日は県民交通事故0の日

車

　道

路
側
帯

路
側
帯

自転車安全利用五則を守りましょう！

お家の熱は太陽の熱で！

Ｑ 太陽熱利用システムのメリットは？

～太陽熱利用システム～

平成 25 年 12 月施行の法律により、車道は 左側通行
のみ となり、違反すると３ヵ月以下の懲役、5 万円以下
の罰金が規定されました。
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1 月 30 日（ 木 ）、「 平 成 25 年
度 地 域 自 治 功 労 者 表 彰 式 」 が 市 内
ホテ ル で 行 わ れました。 長 きにわた
り、 地 方 自 治 の 振 興 発 展に貢 献した
自 治 会 長 に 表 彰 状 が 贈ら れました。 
一般表彰は自治会長を 5 年以上在職した
方に、特別表彰は、自治会長を 10 年以
上在職し退任した方へ贈られました。受
賞者を代表して、新里忠信さんは「これ
からも「チュイシージ（互いに助け合うさ
ま）」の気持ちで地域に貢献していきたい」
と挨拶しました。

1 月 31 日（金）、市長応接室にて「道路ボランティ
ア協定書調印式」が行われました。今回新たに協定
を締結したのは、メタウォーター株式会社、大成設
備工業株式会社、与儀小学校区まちづくり協議会、
株式会社興洋電子の４団体です。代表してあいさつ
に立った興洋電子の渡名喜さんは「この活動を通し
て社員が一体となりました。これからも自発的に活動
し、また楽しみながら活動を続けていきます」と抱負
を語りました。

2 月 8 日（土）、「第 6 回やる気・元気こどもサミッ
トｉｎなは」が開催されました。サミットでは、市内の
小中学生約 100 名が、本市の市民憲章（5 憲章）
を実践するための具体的方法について、グループ討
議を行い発表しました。発表では、「自分自身の持ち
物は責任を持って扱う」、「物を大事にするため“お下
がり”をする」、「時間の大切さを感じてもらうため、
ルールを破ると“50 秒ストップ”をする」などの意
見が出され、参加した児童生徒たちは、話し合いの
中で出された意見を実践していきたいと抱負を述べ
ていました。

2 月13 日（木）、第 36 回「那覇の物産展」那覇市長
賞表彰式が行われました。今回、最優秀賞を受賞したのは、
謝名きっぱん店の『冬瓜漬アソート』。店主の謝花久乃さ
んは、「冬瓜漬アソートは手間ひまのかかるお菓子ですが、
誇りを持ち、思いを込めて作っています。このような賞を
いただけて本当に光栄です」と受賞の喜びを語りました。
市長賞には、最優秀賞の他、優秀賞 2 点（知念製菓、（株）
オキネシア）、奨励賞 2 点（穂志乃クリエイト、（株）丸山）
が選ばれ、受賞者には翁長市長より表彰状と記念品が贈
呈されました。

2 月 9 日（日）、「協働によるまちづくり推進事業」
の一環として、なは協働まつり“な～ふぁぬわ”が開
催されました。会場では、介護の専門家による無料相
談コーナーや体内測定コーナー、ヒージャーふれあい
コーナーなどが設置されたほか、特殊なゴーグルとお
もりを身につけ、高齢者の視界や体の動きを体験する

「高齢者疑似体験」が行われました。会場は大きなに
ぎわいをみせ、来場者の心の輪が広がりました。

2 月 15 日（土）・16 日（日）の 2 日間、那覇市保健所を中心に、 
「那覇市　健康まつり」が開催されました。管理栄養士 伊是名カエさん
と、お笑い芸人 川満しぇんしぇ～を招いた健康トークショーでは、ユー
モアをまじえたやりとりに聴衆は笑顔で聞き入っていました。また、骨粗
しょう症チェックや筋力バランスチェックなどの健康測定・相談コーナー、
健康・おやこ料理教室、フィットネスエクササイズなどさまざまな催しが
行われ、会場はたくさんの来場者でにぎわいました。

各地区で行われた成人式の取組みを紹介し、その
成果と課題を共有しようと、2 月 2 日（日）、「2014
成人式アワードＩＮなは」が開催されました。大賞を
受賞した那覇中校区成人式実行委員会のプレゼン
テーションでは、昨年の式典での醜態などを理由に、
母校から体育館での式典開催を拒否されたものの、
地域の清掃活動や幼稚園などでのボランティア活動
を行うことで、母校からの信頼を得、同校体育館で
の開催を許してもらえたことなどが語られました。

“チュイシージ”の気持ちで　〜地域自治功労者表彰式～

新たに４団体が協定締結
～道路ボランティア協定書調印式～

みんなで守ろう 市民憲章
～やる気・元気こどもサミットｉｎなは～

新しい那覇の味、今年も誕生
～那覇の物産展「那覇市長賞」表彰式～

成人式のあり方を考える
～成人式アワードＩＮなは～

1
30

1
31

2
8

2
13

協働まつり　“なーふぁぬわ”
～協働によるまちづくり推進事業～

2
9

2 月 2 日（日）、那覇市舞台芸術体験事業「音楽
劇 フェンスに吹く風」の舞台公演が行われました。
今回の音楽劇は、2012 年、第 12 回全国中学校文
化連盟文化祭で沖縄選抜演劇団が公演した「フェン
スに吹く風～誰のものでもない地球を、どこで区切
るというの～」を古蔵中の生徒達が音楽劇として再
演したものです。米軍基地フェンスの存在をテーマ
に、古蔵中学校の生徒 26 名が、緊張しながらも一
生懸命に役を演じ、舞台を盛り上げました。

音楽劇“フェンスに吹く風”
～那覇市舞台芸術体験事業成果公演～

2
2

2
2

自分たちの健康は自分たちで守ろう！
～「那覇市健康まつり」開催～16

2
15

健康トークショー（左）川満しぇんしぇ～（右）伊是名カエさん インボディによる健康相談
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※全文は、市ホームページでご覧になれます。
http://www.city.naha.okinawa.jp/

中核市・那覇と沖縄県の
輝く未来のために

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

（
日
本
経
済
と
景
気
）

日
本
経
済
は
景
気
回
復
に
向
け
、
大
き
く
動
き
出

し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
発
再

稼
動
問
題
や
消
費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
国
民
生
活

へ
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
課
題
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
中
国
や
韓
国
と
の
外
交
的
な
対
立
な
ど
は
、

我
が
沖
縄
県
の
安
全
と
経
済
に
大
き
な
影
響
を
も
ら
す

も
の
だ
け
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
著
し
い
経
済
発
展
も
見
据

え
な
が
ら
、
国
に
お
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
期

待
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
沖
縄
の
振
興
と
発
展
）

那
覇
空
港
で
は
、
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
３
月
に
は
新
滑

走
路
の
増
設
工
事
が
、
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
新
滑

走
路
の
完
成
を
視
野
に
入
れ
、
ア
ジ
ア
各
地
と
の
交
易

や
交
流
の
拡
大
に
よ
る
発
展
を
め
ざ
し
、
私
も
沖
縄
県

を
代
表
す
る
中
核
市
の
市
長
と
し
て
、
沖
縄
県
全
体
、

そ
し
て
日
本
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
県
民
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
訴
え
る
基
地
問
題
）

沖
縄
で
は
、
長
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
観
念
・ 

信
条
）
の

対
立
を
絡
め
た
基
地
問
題
の
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
基
地
が
沖
縄
の
経
済
振
興
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

本
市
の
小
禄
金
城
地
区
や
、

新
都
心
地
区
返
還
後
の
発
展

と
経
済
効
果
か
ら
も
明
ら
か

で
す
。『
オ
ー
ル
日
本
（
ジ
ャ
パ

ン
）』
で
米
軍
基
地
を
沖
縄
に

置
こ
う
と
い
う
動
き
に
対
し
て

は
、
沖
縄
は
基
地
依
存
経
済

で
あ
る
と
い
う
認
識
の
誤
り
を

正
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

さ
ら
に
、
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
た
め
、
新
市

民
会
館
建
設
室
、
地
籍
調
査
課
、
保
護
第
3
課
を
設

置
し
ま
す
。

『
地
域
力
を
活
か
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て	

	

支
え
あ
う
健
康
都
市
』

（
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
の
充
実
）

実
効
性
の
あ
る
第
２
次
「
健
康
な
は
21
」（
健
康
増

進
計
画
）
の
策
定
と
、母
子
保
健
の
ビ
ジ
ョン
を
定
め
た
、

母
子
保
健
計
画
「
健
や
か
親
子
な
は
」
の
10
年
計
画

も
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
と
重
症
化
予
防
の
た
め
、
糖

尿
病
予
防
戦
略
事
業
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特

定
健
診
の
生
活
習
慣
病
有
病
者
に
対
す
る
指
導
と
支

援
等
を
行
い
ま
す
。

児
童
の
「
歯
科
保
健
予
防
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
。
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
予
防
の
た
め
、
抗
体

検
査
を
保
健
所
に
お
い
て
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
医
療
機
関
等
と
の
連
携
強

化
と
相
談
体
制
の
充
実
に
よ
る

自
殺
予
防
対
策
に
も
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
・
長
寿
お
き
な
わ
を

取
り
戻
す
た
め
、「（
仮
称
）

那
覇
市
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
」
な
ど
を
開
催
し
て
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
）

国
の
改
定
・
改
革
を
受
け
、「
な
は
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
発
達
障
が
い
児
に
対
し
て

は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
支
援
相
談
や
支
援
者
育

成
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
発
達
障
が
い
者
が
自
立
生
活

を
営
め
る
よ
う
、
支
援
事
業
も
継
続
し
ま
す
。

障
が
い
者
用
駐
車
場
の
利
用
マ
ナ
ー
と
社
会
的
モ
ラ
ル

の
向
上
を
め
ざ
し
、
本
市
独
自
の
「
障
が
い
者
用
駐
車

場
利
用
認
定
証
」
の
交
付
も
継
続
し
ま
す
。

（
と
も
に
生
き
る
心
を
育
て
る
）

市
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
、「
地
域
福
祉
計
画
」

を
策
定
。
那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
法
人
後

見
受
任
事
業
を
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。
子
育
て
や
高

齢
者
の
生
活
支
援
、
健
康
お
よ
び
生
き
が
い
づ
く
り
に

よ
る
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
、

安
全
生
活
基
盤
整
備
事
業
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。

観
光
都
市
・
那
覇
で
不
足

し
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ

を
整
備
す
る
た
め
、
店
舗
等

に
対
す
る
ト
イ
レ
改
装
費
用

の
補
助
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。

企
業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
予
算
は
、
総
額

約
７
３
５
億
４
千
９
百
万
円
で
、
対
前
年
度
比
約

48
億
６
千
９
百
万
円
、７・１
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
予
算
の
増
額
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
増
な
ど
に
よ
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
平
成
25
年
度
の
累

積
赤
字
が
約
64
億
円
に
達
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

重
大
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
赤
字
の
根
本
原
因

が
、
国
民
健
康
保
険
制
度
そ
の
も
の
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

構
造
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
は
、
都

道
府
県
単
位
へ
移
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
改
革
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
累
積
赤
字
解

消
に
向
け
て
、
平
成
26
年
度
は
、一
般
会
計
か
ら
15
億

円
を
繰
り
出
し
い
た
し
ま
す
。

主
要
事
業

『
心
地
よ
い
つ
な
が
り
で
つ
く
る	

	

自
治
・
協
働
・
平
和
都
市
』

（
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

協
働
の
仕
組
み
の
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
銘
苅
庁
舎
の
後
利
用
と
し
て
仮
称
「
ま
ち

づ
く
り
拠
点
施
設
」
を
設
置
。
ま
た
、
小
学
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
は
、
４
地
区
に
対
す
る
支
援
を
継
続

し
て
全
市
的
な
展
開
に
向
け
た
検
討
を
続
け
ま
す
。

「
な
は
市
民
協
働
大
学
」
も
継
続
し
、
さ
ら
に
、
地

域
防
災
案
内
を
加
え
た
沖
縄
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
掲
示

板
を
設
置
す
る
た
め
、
自
治
会
へ
の
補
助
も
実
施
し

ま
す
。

（
幸
せ
感
の
あ
る
ま
ち
の
創
出
）

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
思
い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
、関
係
団
体
へ
の
支
援
を
継
続
。ま
た
、

家
庭
内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
予
防
と
し
て
、「
思
春
期
の
心

と
体
」
の
た
め
の
意
識
啓
発
事
業
も
継
続
し
ま
す
。

（
平
和
交
流
・
男
女
共
同
参
画
）

元
基
地
従
業
員
の
再
就
職
相
談
な
ど
を
担
う
「
沖

縄
駐
留
軍
離
職
者
対
策
セ
ン
タ
ー
」
へ
補
助
金
に
よ
る

支
援
を
行
い
ま
す
。
那
覇
軍
港
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
地
主
会
と
連
携
し
て
、
跡
地
利
用
計
画

づ
く
り
に
向
け
、
意
識
醸
成
と
組
織
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

（
市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
な
行
政
）

老
朽
化
に
よ
る
小
禄
支
所
の

建
て
替
え
は
、
現
在
地
で
の
建
て

替
え
と
し
て
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
市
民
課
窓
口
の
外
部

委
託
事
業
を
継
続
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
と
効
率

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ら
、
本
市
と
し
て
も
今
後
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
市
民
対
話
と
市
民
協
働
）

昨
年
末
、
特
定
秘
密
保
護
法
案
が
成
立
。
情
報
公

開
の
在
り
方
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特
に
国
民
と
の
対
話

に
お
い
て
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
、
就
任
当
初
か
ら
市
政
運
営
の
基
本
方
針

に
掲
げ
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
事
と
の
思
い
か

ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
旧
最

終
処
分
場
問
題
は
、
そ
の
最
た
る

も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
私
自
ら
市
民
と
の
対

話
の
機
会
を
設
け
て
、
し
っ
か
り
と

ご
説
明
申
し
上
げ
て
、
信
頼
関
係

を
も
っ
て
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（
中
核
市
那
覇
の
飛
躍
と
職
員
力
）

保
健
所
の
設
置
、
中
核
市
移
行
に
よ
る
業
務
の
引
継

ぎ
も
順
調
に
進
み
、
こ
れ
か
ら
は
中
核
市
と
し
て
自
負

心
を
持
っ
て
、
事
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

持
続
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
を
行
い
つ

つ
、
時
に
は
大
胆
で
積
極
的
に
事
業
を
企
画
立
案
、
実

行
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
職
員
に
は
、
実

行
力
の
さ
ら
な
る
レ
ベル
ア
ッ
プ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

予
算
編
成

一
般
会
計
予
算
は
、
１
４
０
４
億
５
千
６
百
万
円
で
、

対
前
年
度
比
１
２
３
億
６
千
８
百
万
円
、
９・７
％
と
い

う
た
い
へ
ん
大
き
な
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
伸
び

は
、
社
会
保
障
費
の
増
や
、
学
校
施
設
の
建
て
替
え
事

業
等
の
増
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
予
算
は
、
法
人
市
民
税
や
事
業
所
税
な
ど
の
増

に
よ
り
市
税
全
体
と
し
て
約
20
億
２
千
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
約
42
億
円
の
収
支
不
足
と

な
り
、
財
政
調
整
基
金
約
35
億
円
、
減
債
基
金
7
億

円
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

上
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
乗
り
越
え
、
県
民
の
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
、
基
地
問
題
解
決
を
求
め
る
主
張
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
和
と

安
心
・
安
全
を
基
礎
と
し
て
、
自
立
し
た
発
展
を
目
指

す
と
い
う
沖
縄
の
心
だ
け
は
、
決
し
て
見
失
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
ハ
イ
サ
イ
・
ハ
イ
タ
イ
運
動
）

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
の
普
及
は
、
我
が
沖
縄
の
持
つ
文
化
が
、 

地
域
の
力
と
な
っ
て
発
揮
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る 

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
が
多
く
訪
れ

る
市
民
課
の
名
称
を
「
ハ
イ
サ
イ
市
民
課
」
に
改
め
、 

ハ
イ
サ
イ
・
ハ
イ
タ
イ
運
動
推
進
の一環
と
い
た
し
ま
す
。

（
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
）

本
県
は
、
米
軍
施
政
権
下
で
の
公
立
、
認
可
保
育
所

の
整
備
の
遅
れ
と
い
う
歴
史
的
経
緯
と
低
い
県
民
所
得

ゆ
え
の
共
働
き
比
率
の
高
さ
も
あ
っ
て
、
潜
在
的
待
機

児
童
が
、
多
い
状
況
が
続
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
。こ
の
た
め
、本
市
で
は
、平
成
25
年
度
か
ら
２
年
間
で
、

分
園
や
園
舎
建
て
替
え
な
ど
に

よ
り
、
約
５
百
人
の
定
員
増
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
「
那

覇
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

平
成
30
年
度
当
初
に
は
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
長
寿
県
復
活
を
め
ざ
し
て
）

市
民
県
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
生
活
習
慣
改

善
へ
の
支
援
な
ど
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
生
涯
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

県
の
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
と
連
動
さ
せ
な
が

オスプレイ反対・東京集会

施政方針（概要）

平成26年度

私は、平成 12 年の市長就任以来、4 期 13 年
もの間、本市の発展のため取り組んでまいりました。
　就任当初、市民からの期待を胸に、庁議室で 
歴代の市長の方々の写真を前に感じた重圧は、 
たいへん大きなものがありました。瀬長亀次郎氏や 
兼次佐一氏、西銘順治氏や平良良松氏、そして 
私の前任の親泊康晴氏など、歴代市長の功績に
は、たいへん大きなものがあり、私も先達の方 と々
肩を並べることができるよう、全力を
尽くすことを心に強く誓って、今日に
至っております。

これからも、初心を忘れることなく、
本市の発展と市民福祉の向上の 
ため、 残された任 期を、 
責任を持って全うしていき
たいと考えております。

ハイサイ!
グスーヨー チューウガナビラ。

62014 年（平成26年）3月



平成 26年度　主な事業一覧　（単位：千円）

ちゃーがんじゅうポイント制度　（1,000）
特別養護老人ホーム整備補助金　（345,632）
リハビリふれあいデイサービス事業　（25,500）
生活習慣病重症化予防事業　（15,770）
「健やか親子なは」評価・新規作成事業　（5,282）
那覇市健康ウォーキング推進事業　（3,300）
ナハノホイク・保育施設情報総合サイト設置運営事業　（2,489）
ナハノホイク案内人（ナビィ）設置事業（コンシェルジュ設置）　（2,342）
バリアフリー改装補助事業　（4,920）
（仮称）那覇市市歌選定検討会議関係事務費　（937）
学校施設耐震化事業（小中学校）　（86,148）
漁港等整備事業　（10,378）
マチグヮー総合案内所事業　（7,011）
国際通り情報発信大型ビジョン活用事業　（37,376）
観光案内板多国語充実事業　（12,021）
観光イベント等映像発信事業　（17,619）
新文化芸術発信拠点施設整備事業　（88,067）
地域（防災）案内付き掲示板設置改修補助事業　（58,832）
真和志南地区公民館・図書館（仮称）建設事業　（257,031）
小禄支所建設整備事業　（17,849）
津波避難ビル建設事業　（2,017,068）
消防署所・（仮称）小禄南出張所整備事業　（45,019）
消防署所・（仮称）樋川出張所整備事業　（51,923）
農連市場地区市街地再開発事業（防災街区整備事業）　（1,975,253）

中核市・那覇と沖縄県の
輝く未来のために

平成２４年度から始まったソフト交付金事業の取組みによっ
て、市内各地には、その成果が目に見える形で現れつつあります。
整備を進めている那覇・福州友好都市交流シンボルも、クルー
ズ船で訪れる外国人観光客を迎える、那覇の新しい顔になるも
のと強く期待しております。それは、同時に、我が沖縄県のシ
ンボルにもなると考えております。
私たちは、「イデオロギーではなく、県民としてのアイデンティ

ティ」で結束し、日本の中から東アジアの安定と平和を強く訴
えていかなければなりません。沖縄がアジアとの交易や交流を
通じて、自立した経済基盤を確立して発展するためにも、平和
と安定は必要不可欠なものだということを、私たちは決して忘
れてはなりません。
市民の皆様とともに中核市・那覇と沖縄県の輝く未来を心よ

り祈念申し上げ、平成２６年度の施政方針の結びの言葉といた
します。イッペーニフェーデービル。
平成 26 年 2 月18日

那覇市長

結びに イデオロギーよりアイデンティティ
住
推
進
方
針
」
の
策
定
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

既
存
市
営
住
宅
集
会
所
の
改
修
整
備
を
実
施
。
農
連

市
場
地
区
、
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
の
市
街
地

再
開
発
事
業
を
推
進
し
、
土
地
の
有
効
活
用
や
災
害

時
の
復
旧
に
役
立
つ
、
地
籍
調
査
も
実
施
し
ま
す
。

（
交
通
体
系
の
整
備
）

交
通
体
系
の
整
備
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
都
市
計

画
道
路
・
城
東
城
北
線
の
整
備
に
着
手
。
ま
た
、
沖
縄

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
長
事
業
や
、
石
嶺
線
な
ど
９
路
線

の
都
市
計
画
道
路
と
身
近
な
生
活
道
路
の
整
備
を
継

続
。
歴
史
散
歩
道
や
バ
ス
停
上
屋
等
の
整
備
も
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、「
な
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ィ
ー
ク
＆
カ
ー
フ
リ
ー

デ
ー
」の
実
施
や
「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バス
導
入
検
討
」
も
行
い
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
推
進
・
利
便
性
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

（
上
下
水
道
の
整
備
）

国
道
５
０
７
号
線
、
県
道
宜
野
湾
南
風
原
線
な
ど

で
、
配
水
管
の
耐
震
化
を
推
進
し
、
水
道
水
の
安
定

供
給
に
努
め
ま
す
。
下
水
道
事
業
で
は
、
汚
水
管
敷

設
整
備
を
継
続
し
ま
す
。
歴
史
散
歩
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
デ
ザ
イ
ン
の
刷
新
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
浸

水
対
策
と
し
て
、
西
地
域
お
よ
び
首
里
石
嶺
地
域
の

雨
水
施
設
整
備
も
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

（
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
）

首
里
金
城
お
よ
び
壺
屋
地
区
に
お
い
て
、
良
好
な
景

観
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
市
花
木
等
の
植
樹
を
推
進

し
、
緑
化
に
よ
る
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
づ
く
り

を
継
続
し
ま
す
。
首
里
金
城
町
の
昔
な
が
ら
の
風
景
の

保
全
継
承
の
た
め
、
電
線
類
の
地
中
化
に
よ
る
景
観
確

保
を
推
進
し
ま
す
。
公
園
内
に
あ
る
デ
イ
ゴ
や
琉
球
松

の
防
虫
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
公
園
施
設
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

業
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
、
お
よ
び
船
だ
ま
り
等
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
と一
体
と
な
っ
た
新
た
な
Ｉ
Ｔ

イ
ン
キ
ュベ
ー
ト
施
設
を
竣
工
さ
せ
る
ほ
か
、
中
小
企
業

支
援
と
し
て
、
県
外
・
海
外
へ
の
販
路
拡
大
支
援
事
業

も
継
続
し
ま
す
。

本
市
観
光
の
今
後
の
取
り
組
み
を
定
め
る
「
那
覇
市

観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
。
移
動
式
車
載
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
も
活
用
し
、
本
市
観
光
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

休
憩
コ
ー
ナ
ー
や
授
乳
室
を
備

え
た
観
光
案
内
所
を
那
覇
市
文

化
て
ん
ぶ
す
館
に
設
置
。
ま
た
、

外
国
人
観
光
客
受
入
の
た
め
、
国

際
通
り
周
辺
で
の
案
内
サ
ポ
ー
ト

や
店
舗
へ
の
サ
ポ
ー
ト
要
員
の
派
遣

な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
ま
ち
の
活
性
化
）

中
心
商
店
街
の
活
性
化
基
本
計
画
を
見
直
し
、
新

た
な
基
本
計
画
を
策
定
し
て
、
中
心
商
店
街
の
活
性
化

を
推
進
し
ま
す
。
牧
志
公
設
市
場
に
「
マ
チ
グ
ヮ
ー
総
合

案
内
所
」
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、「
ひ
や
み
か
ち
マ
チ

グ
ヮ
ー
館
」
な
ど
を
中
心
と
し
た
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
を

継
続
い
た
し
ま
す
。

（
就
労
支
援
・
相
談
体
制
）

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
消
費
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
消
費
生
活
相
談
員
等
の
レ
ベル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

中
学
生
を
対
象
と
し
た
就
業
意
識
向
上
の
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
講
座
を
開
催
。
本
市
の
企
業
立
地
と
雇
用

施
策
の
基
本
指
針
の
策
定
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

『
安
心
、
安
全
で
快
適
な
亜
熱
帯
庭
園
都
市
』

（
都
市
防
災
と
防
犯
）

自
治
会
等
が
管
理
す
る
保
安
灯
の
設
置
お
よ
び
維

持
に
対
す
る
補
助
を
継
続
し
ま
す
。
地
域
の
安
全
安
心

の
た
め
松
山
地
区
へ
の
津
波
避
難
ビ
ル
建
設
に
着
手
。
さ

ら
に
、
民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
な
ど
へ
の
補
助
を
継
続

し
、
新
た
に
不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
建
築
物
へ
の
補

助
も
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
の
整
備
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
救
急
出
動
で
使
う
新
型
感

染
防
護
衣
を
整
備
し
ま
す
。（
仮

称
）
樋
川
出
張
所
整
備
に
向
け
、

実
施
設
計
を
行
い
、（
仮
称
）
小

禄
南
出
張
所
を
小
禄
支
所
と
隣

接
し
て
整
備
す
る
た
め
、
土
地
購

入
と
基
本
設
計
を
進
め
ま
す
。

（
市
街
地
の
整
備
）

各
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
工
事
を
引
き
続
き
推
進
。

狭
あ
い
道
路
拡
幅
の
整
備
に
対
す
る
補
助
も
継
続
。
中

心
市
街
地
の
居
住
人
口
を
増
や
す
た
め
、「
ま
ち
な
か
居

遣
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
や
し
、
６
小
学

校
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
舎
に
つ
い
て
、
建
築
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

保
育
施
設
情
報
総
合
サ
イ
ト

「
ナ
ハ
ノ
ホ
イ
ク
」
を
開
設
。
ま

た
、
保
育
施
設
情
報
相
談
員

を
設
置
し
て
、
保
護
者
に
対
す

る
情
報
提
供
を
強
化
。
認
可

外
保
育
施
設
の
保
育
の
質
の
向

上
と
、
入
所
児
童
の
処
遇
改

善
の
た
め
環
境
整
備
も
促
進
し

ま
す
。

（
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
環
境
づ
く
り
）

統
合
新
校
「
那
覇
小
学
校
」
の
水
泳
プ
ー
ル
の
改

築
と
、
地
域
・
学
校
連
携
施
設
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

耐
震
化
に
向
け
、
小
・
中
学
校
の
老
朽
校
舎
や
屋
内

運
動
場
の
改
築
工
事
、
耐
震
診
断
も
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴
う
校
舎
の
増
築
や
小

学
校
19
校
、
中
学
校
４
校
へ
の
冷
房
設
置
工
事
を
行
い

ま
す
。

児
童
生
徒
の
特
別
支
援
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
臨
床
心
理
士
や
巡
回
指
導
員
を
派
遣
、
必
要

に
応
じ
て
ヘ
ル
パ
ー
も
派
遣
い
た
し
ま
す
。
小
禄
地
区

で
、小
中
一
貫
教
育
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、

電
子
黒
板
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
な
ど
の
推
進
を

行
い
ま
す
。

（
文
化
の
継
承
と
発
展
）

国
宝
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
」
修
理
事
業
で
、

尚
家
文
書
に
加
え
、
刀
剣
三
振
り
の
修
理
を
行
い
ま

す
。
沖
縄
習
俗
資
料
で
あ
る
厨
子
甕
等
の
特
別
展
を

壺
屋
焼
物
博
物
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

『
人
も
、
ま
ち
も
活
き
い
き
、	

	

美
ら
島
の
観
光
交
流
都
市
』

（
産
業
の
振
興
）

久
米
島
、
渡
嘉
敷
、
座
間
味
、
渡
名
喜
、
粟
国
の

離
島
5
町
村
へ
の
渡
航
費
用
等
を
助
成
す
る
、
離
島

支
援
（
島
た
び
助
成
）
を
継
続
。
農
業
分
野
で
は
、

伝
統
野
菜
の
鏡
水
大
根
や
ハ
ー
ブ
等
の
生
産
と
販
売
を

支
援
し
、
水
産
分
野
で
は
、
新
た
に
「
那
覇
市
水
産

（
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
・
創
造
）

下
水
道
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い
地
域
の
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
設
置
者
に
対
す
る
補
助
を
継
続
。
ま
た
、

大
気
汚
染
物
質
で
あ
る
Ｐ
Ｍ
２・５
の
測
定
を
行
い
、
結

果
を
市
民
に
公
表
し
ま
す
。

（
衛
生
的
な
環
境
の
確
保
）

県
と
連
携
し
な
が
ら
、
食
品
衛
生
監
視
員
の
資
質
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
食
品
関
係
営
業
者
へ
の
講
習
会

な
ど
の
実
施
、
指
導
・
検
査
な
ど
も
行
っ
て
、
安
心
安

全
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
地
周
辺
の
飼
主
の
な
い
猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を

実
施
し
、
繁
殖
の
抑
制
に
よ
る
環
境
衛
生
上
の
問
題
の

解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、	

	

ゆ
た
か
な
学
習
・
文
化
都
市
』

（
生
涯
学
習
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
）

現
市
民
会
館
の
機
能
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
新
文

化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
建
設
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、

文
化
芸
術
の
振
興
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。「
真
和
志

南
地
区
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の

整
備
に
向
け
、
基
本
構
想
と
用
地
購
入
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
子
育
て
支
援
と
就
学
前
教
育
・
保
育
）

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
法
人
保
育
所

の
増
改
築
へ
の
補
助
や
認
可
化
を
め
ざ
す
保
育
施
設
に

対
す
る
運
営
費
支
援
も
行
い
、
処
遇
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
人
材
確
保
の
た
め
、
私
立
認

可
保
育
園
保
育
士
の
処
遇
改
善
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
預
か
り
保
育
を
全
公
立
幼
稚
園
に
拡
充
。
7

幼
稚
園
の
園
舎
建
設
に
も
取
り
組
み
、
幼
稚
園
の
特
別

支
援
教
育
も
充
実
さ
せ
る
た
め
非
常
勤
の
ヘル
パ
ー
を
派

（
地
域
の
支
え
あ
い
）

介
護
施
設
利
用
者
の
相
談
等
に
対
応
す
る
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
介
護
相
談
員
の
派
遣
事
業
を
継
続
。
市
内
の

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
社
会
的
自
立
支
援
も
継
続
。
ま

た
、
日
常
の
金
銭
管
理
等
で
課
題
の
あ
る
保
護
世
帯
に

対
す
る
支
援
も
継
続
し
ま
す
。

（
自
立
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
）

解
雇
、
離
職
等
に
よ
っ
て
住
居
を
喪
失
す
る
恐
れ
の

あ
る
市
民
へ
、
住
宅
手
当
を
給
付
す
る
と
と
も
に
、
就

労
支
援
を
行
っ
て
生
活
の
建
て
直
し
を
応
援
し
ま
す
。

「
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
導
入
し
て
、

高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
を
推
進
し
ま
す
。

障
が
い
者
が
地
域
で
自
立
で
き
る
よ
う
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
提
供
し
ま
す
。
重
度
の
身
体
障

が
い
者
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
の
医
療
費
等
の
自
己
負

担
金
に
対
す
る
助
成
も
継
続
。
障
が
い
者
の
就
職
支
援

も
継
続
い
た
し
ま
す
。

『
人・自
然・地
球
に
や
さ
し
い
環
境
共
生
都
市
』

（
地
球
環
境
への
配
慮
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
お
よ
び
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
助
成
を
継
続
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
実
行
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
お

よ
び
屋
上
・
壁
面
緑
化
を
継
続
し
ま
す
。

（
資
源
循
環
型
社
会
）

団
体
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
、
資
源
ご
み
の

適
正
な
回
収
を
推
進
し
ま
す
。
水
資
源
の
有
効
利
用

お
よ
び
地
下
水
の
涵
養
を
推
進
す
る
た
め
、
雨
水
・

井
戸
水
利
用
施
設
等
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
企
画
調
整
課 

☎
８
６
２・
９
９
３
７
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昨
年
、
那
覇
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

が
行
っ
た
福
島
県
い
わ
き
市
復
興
支
援
「
シ
ー
サ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
の
が
、
協
働
大
使
で
協
議
会
副
会
長
の
大
浅
田
均
さ
ん

で
す
。

　
13
年
前
、転
勤
を
機
に
沖
縄
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
大
浅

田
さ
ん
は
、職
場
で
の
社
会
貢
献
活
動
で
環
境
問
題
に
取
り

組
む
中
、「
ゴ
ミ
を
減
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と

悩
ん
で
い
た
と
き
、
那
覇
市
民
大
学
、
そ
し
て
市
民
協
働

大
学
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
減
量
に
向
け
た
活
動

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
、
そ
れ
か
ら
協
働

大
使
と
し
て
の
市
民
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
協
議
会
の
立
ち
上
げ
か
ら
役
員
と
し
て

参
加
し
、
3
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
「
シ
ー
サ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
大
浅
田
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
の
思
い
の
ベ
ク
ト
ル
を
一
つ
に
で
き
た
の
は
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
活
動
の
成
果
を
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。「
私
は
、
個
人

的
に
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
悔
し
い

思
い
も
経
験
し
て

い
た
の
で
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災

地
の
方
々
へ
の
思

い
は
強
く
、
何
か

支
援
が
で
き
な
い

か
と
思
っ
て
い
た

▲‌�金城次郎作　「指描茶碗」

▲‌�‌�琉球王国時代「呉須山水文急須」 

▲「共生」で協働のまちづくりを目指す
	 大浅田さん

那覇市指定史跡

第 36 回 大浅田 均さん（那覇市協働によるまちづくり推進協議会副会長）

お
問
い
合
わ
せ	

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課 

☎
8
6
1・3
8
4
6

ロ
ケ
地：与
儀
公
園

市民・事業者・行政が支え合う協働のまちづくりに取り組む団体、個人を紹介します。

「ヒジ川ビラ」

那覇市歴史博物館企画展

　城岳幼稚園の園児が作った面シーサーを展示いたします。
園児たちの個性あふれる作品をぜひご覧ください。

　那覇市立壺屋焼物博物館が所蔵する飲茶道具を展示しま
す。人間国宝作家による茶陶が集められた K ＆ K コレクショ
ンや、沖縄県外・国外の陶磁器が収集された上神亮治コレク
ションから煎茶道具などを選び展示します。

開館時間 10 時〜 19 時　木曜休館　☎ 869-5266 

城岳幼稚園シーサー展

茶の陶器

当館は空調設備取替え工事のため休館しておりました
が、工事が完了いたしましたので、3 月 1 日（土）より
開館いたします。

那
覇
市
は
、
1
9
4
4
年
の
10
・
10

空
襲
、
そ
の
後
の
地
上
戦
に
よ
り
、
首
里

城
や
円
覚
寺
な
ど
琉
球
王
国
時
代
の
歴

史
・文
化
遺
産
や
、
那
覇
市
役
所
な
ど
の

近
代
建
築
の
多
く
を
、
消
失
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
沖
縄
戦
や
戦
後
の
復
興
・

開
発
の
過
程
で
失
わ
れ
た
市
内
の
旧
跡
、

歴
史
的
地
名
が
残
る
場
所
に
、
説
明
標

示
板
を
設
置
し
、
地
域
学
習
や
観
光
案

内
な
ど
、
本
市
の
文
化
的
街
づ
く
り
に

役
立
つ
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
9
4
年
、

那
覇
市
旧
跡
・
歴
史
的
地
名
標
示
事
業

を
始
め
ま
し
た
。

旧
跡
標
示
事
業
で
は
、
ま
ず
、
有
識

者
で
構
成
す
る
那
覇
市
旧
跡
・
歴
史
的

地
名
標
示
委
員
会
を
組
織
し
、
那
覇
市

内
の
史
跡
・
旧
跡
地
約
5
0
0
ヵ
所
か

ら
、
歴
史
・
民
俗
・
地
名
な
ど
に
分
類

し
、
標
示
板
設
置
候
補
地
1
0
0
ヵ
所

余
り
を
選
び
ま
し
た
。
1
9
9
5
年
、

戦
後
50
周
年
を
記
念
し
て
、
沖
縄
戦
中
、

激
戦
地
と
い
わ
れ
た
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
フ
跡

（
現
新
都
心 

安
里
配
水
池一帯
）、
カ
テ
ー

ラ
ム
イ
海
軍
壕
跡
（
現
小
禄
市
営
住
宅

後
方 

田
原
公
園
一
帯
）
の
戦
跡
の

2
ヵ
所
に
旧
跡
標
示
板
を
設
置

し
ま
し
た
。
事
業
開
始
か
ら

20
年
経
た
2
0
1
4
年
3

月
末
ま
で
に
、
那
覇
市
内

の
1
0
6
ヵ
所
に
標
示
板

を
設
置
し
ま
す
。

歴
史
博
物
館
で
は
、
標

示
事
業
の
完
了
を
記
念
し
て
、

国
宝
尚
家
衣
裳
３
月
の
特
別
展
示

「
桜
文
様
の
紅
型
衣
裳
」

期	

3
月
7
日（
金
）～
4
月
2
日（
水
）

期	

3
月
15
日（
土
）〜
5
月
28
日（
水
）

費	

一般
３
０
０
円

◀

旧跡標示版「沖縄県立農事試験場跡」

『那覇の史跡・旧跡』～みんなで歩こう Naha City ～

　

こ
の
言
葉
は
二
つ
の
語
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。「
み
ー
／
目
」

と
「
ひ
ち
ゃ
ら
さ
ん
／
眩
し
い
」。

　

見
た
物
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
、

ま
ば
ゆ
い
状
態
。「
ち
ら
ち
ら
」

は
日
光
、
星
、
刃
物
な
ど
が
光
る

様
子
を
表
す
形
容
詞
で
す
。　

（
例
文
）（
早
朝
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

中
に
日
の
出
）

夫:

太て
ぃ
ー
だ陽
が
昇ぬ
ぶ

て
ぃ
ち
ゃ
ん
や
ー 

	

“
目み
ー

ひ
ち
ゃ
ら
さ
っ
さ
ー
”。

妻:

や
い
び
ー
ん
や
ー
た
い

	

や
し
が 

見ん

じ
そ
ー
れ
ー　

	

桜
が
満
開
な
て
ぃ　

	

美ち
ゆ

ら
さ
い
び
ー
ん
。

夫:

あ
ん
や
さ 

や
し
が 

汝い
や
ーが
ど
ぅ

	

ま
さ
と
ー
ん
ど
ー
。

（
和
訳
）

夫:

太
陽
が
昇
っ
て
き
た
ね　

	

“
眩
し
い
な
ー
。”

妻:

そ
う
で
す
ね
、

	

だ
け
ど 

見
て
く
だ
さ
い
。

	

桜
が
満
開
で
綺
麗
で
す
よ
。

夫:

そ
う
だ
ね　

だ
け
ど
お
前
が

	

も
っ
と
綺
麗
だ
よ
。

ち
な
み
に
「
み
ー　

ひ
ち
ゃ
ら
す

ん
」
は
「
見
張
る
、
目
を
光
ら
す
」

で
監
視
す
る
の
意
味
で
す
。

王
府
時
代
、
首
里
か
ら
南
の
島
尻
へ
延
び

る
道
は
三
通
り
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ

が
こ
の
道
で
す
。
御
茶
屋
御
殿
（
別
称
東
苑
）

に
連
な
る
雨
乞
嶽
の
が
け
下
か
ら
、
ヒ
ジ
川

橋
を
経
て
識
名
馬
場
の
東
を
通
り
、
首
里
金

城
町
石
畳
道
か
ら
延
び
る
真
珠
道
に
出
会
い
、

識
名
園
（
別
称
南
苑
）
に
至
る
環
状
線
の
一

部
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ヒ
ジ
川
」
の
名
は
、
坂
の
西
に
あ
る
古
い

井
戸
の
名
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
井
戸
の
水

が
ひ
げ
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
の
で
、
そ
う

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

つ
く
ら
れ
た
時
期
を
示
す
文
献
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
石
敷
き
の
技
法
が
首
里
金
城
町

石
畳
道
（
一
五
二
〇
年
代
建
設
）
と
同
じ
で

協働による交流の創造

〈
出
演
〉 　
寒
川
百
寿
会
　
名
嘉
山 

兼
英
さ
ん（
右
）

	
  

光
子
さ
ん（
左
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
市
文
化
協
会 

う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

呉
我
愛
子　
名
嘉
山
秀
信　
☎
０
９
０・４
３
４
７・８
７
９
８

と
こ
ろ
に
、陶
芸
家
の
方
か
ら
シ
ー
サ
ー
寄
贈
の
話
が
あ
り
、

そ
れ
を
協
議
会
で
被
災
地
に
届
け
よ
う
と
引
き
受
け
ま
し

た
。
寄
贈
先
と
な
っ
た
い
わ
き
市
は
、
沖
縄
と
縁
の
あ
る
袋

中
上
人
と
い
う
お
坊
さ
ん
の
出
身
地
で
、
い
わ
き
市
に
知
り

合
い
が
い
る
方
に
現
地
の
方
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
先
ず
は

と
、
い
わ
き
市
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
時
に
た
ま
た
ま
立
ち

寄
っ
た
居
酒
屋
が
結
び
つ
き
の
始
ま
り
で
、
居
合
わ
せ
た
客

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
を
話
し
た
ら
、
沖
縄
に
行
き
来
し

て
い
る
方
を
紹
介
さ
れ
、
後
は
人
が
人
を
呼
び
、
人
を
結

び
つ
け
、
つ
い
に
い
わ
き
市
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
。
繋
が
り
の
不
思
議
さ
を
感
じ
ま
し
た
」と
、

当
時
の
様
子
を
思
い
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
繋
が
り

を
継
続
し
、
今
度
は
、
両
市
の
芸
術
・
文
化
を
那
覇
市
で

披
露
で
き
る
協
働
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
を
実
施
し
た
い
と

話
し
ま
し
た
。

　
「
限
ら
れ
た
人
生
、自
分
に
も
な
に
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
」
そ
ん
な
問
い
か
け
を
し
な
が
ら
、
社
会
に
目
を
向
け
て

行
動
を
起
こ
し
て
き
た
大
浅
田
さ
ん
。
そ
の
経
験
か
ら
「
相

手
を
知
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
大
浅
田

さ
ん
の
心
に
は「
共
生（
と
も
い
き
）」と
い
う
思
い
が
あ
り
、

そ
れ
が
「
協
働
」
へ
の
共
感
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
サ
ー
と
共
に
贈
っ
た
大
浅
田
さ
ん
の
句
「
て
ぃ
ー
だ

シ
ー
サ
ー 

黒
潮
の
ぼ
る 

小
春
風
」。
3.
11
か
ら
3
年
の

歳
月
が
流
れ
る
中
、
那
覇
市
民
の
想
い
を
乗
せ
た
協
働
大

使
の
「
て
ぃ
ー
だ
シ
ー
サ
ー
」
は
、
い
わ
き
市
の
人
々
を
見

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

「
那
覇
の
史
跡
・
旧
跡 

～

み
ん
な
で
歩
こ
う
N
a
h
a 

C
i
t
y
～
」
と
題
し
、
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。
企
画

展
は
、
前
期
・
後
期
に
分
け
、

前
期
で
は
首
里
・
真
和
志
地

区
、
後
期
で
は
那
覇
・
小
禄
地

区
の
史
跡
・
旧
跡
を
紹
介
し
ま

す
。
那
覇
市
内
に
ど
の
よ
う
な

史
跡
・
旧
跡
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
地
名
が
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
機
会
で
す
。

ま
た
、
企
画
展
に
合
わ
せ
、
史
跡
・
旧
跡

の
所
在
地
図
も
作
製
し
ま
す
。
春
か
ら
若
夏

に
か
け
て

の
絶
好
の

散
策
日
和

に
、
地
図

を
片
手
に
、

那
覇
市
内

を
巡
っ
て
い

た
だ
け
れ

ば
幸
い
で

す
。

あ
る
こ
と
か
ら
、
十
六
〜
十
七
世
紀
頃
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
台
地
間
の
傾
斜
に
巧
み
に

勾
配
を
付
け
、
道
の
両
脇
に
は
そ
の
地
形

に
合
わ
せ
て
石
垣
や
土
留
の
石
積
み
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
戦
前
ま
で

の
道
の
両
側
に
は
松
並
木
が
続
き
、
周
囲

の
景
観
と
よ
く
調
和
す
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
た
道
で
し
た
。
松
並
木
は
沖
縄
戦
に
よ

り
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
ヒ
ジ
川
ビ
ラ
自

体
は
戦
禍
を
免
れ
戦
後
十
数
年
間
は
往
来

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
残
念
な

が
ら
、
道
の
北
半
分
は
い
つ
の
ま
に
か
破

壊
さ
れ
跡
形
も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ヒ
ジ
川
ビ
ラ
は
、
首
里
金
城
町
石
畳

道
と
と
も
に
市
内
に
現
存
す
る
古
い
二
大

石
畳
道
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
残
存
部
分

で
あ
る
南
半
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
四

年
に
那
覇
市
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
、
保

存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
道
幅

は
一
・
八
ｍ
～
二
・
三
ｍ
で
、
南
半
分
の
約

一
四
五
ｍ
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
内
の
約

一
一
〇
ｍ
が
昔
の
姿
を
特
に
よ
く
残
し
て

い
ま
す
。

た
ま
に
は
首
里
城
・
玉
陵 

― 

ヒ
ジ
川
ビ

ラ 

― 

識
名
園
と
散
歩
し
て
、
琉
球
王
朝

時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※
ヒ
ジ
川
ビ
ラ
は
傾
斜
が
急
な
の
で
、

歩
か
れ
る
際
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☎ 862-3761
862-3762 

うちなーぐちや

お
問
い
合
わ
せ
文
化
財
課 

☎
9
1
7・3
5
0
1

み
ー
ひ
ち
ゃ
ら
さ
ん

日 3 月 12 日（水）～ 3 月 23 日（日）　
	場 ３階 企画展示室　費 無料

日 3 月 1 日（土）～ 3 月 9 日（日）　場 ３階 企画展示室　
費 無料

や
し
が

見ん

じ
そ
ー
れ
ー 

太て
ぃ
ー
だ陽
が

目み
ー

ひ
ち
ゃ
ら
さ
っ
さ
ー

桜
が
　
美ち

ゅ

ら 

さ
い
び
ー
ん

122014 年（平成26年）3月


	T0_Naha_201403_N758_01M
	T0_Naha_201403_N758_02M
	T0_Naha_201403_N758_03M
	T0_Naha_201403_N758_04M
	T0_Naha_201403_N758_05M
	T0_Naha_201403_N758_06M
	T0_Naha_201403_N758_07M
	T0_Naha_201403_N758_08M
	T0_Naha_201403_N758_09M
	T0_Naha_201403_N758_10M
	T0_Naha_201403_N758_11M
	T0_Naha_201403_N758_12M

